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令和７年６月農業委員会総会議事録 

 

日   時  令和７年６月３０日（月曜日） 議事開始 午前９時００分 

 

場   所  えびの市役所 １－３・４会議室 

 

出席委員 

【農業委員】  

稲田 優    竹下 助範   山下 正成  森永 良仁 

  新原 正次    岩屋 美智子  増田 賢造   田中 雄策 

   前原 幸太郎   田上 みゆき 

  

【農地利用最適化推進委員】  

宮田 吉人   永田 利広   津口 えりこ  坂元 清美    

山野 真澄   杉元 義男   庄村 里世   土器 三紀夫 

中津 ゆみ子   中津 富夫   米倉 千春    山口 長德  

鶴田 幸一    園田 義保     吐師 伸次郎   吉田 尚美   

上村 ゆかり 

 

   

欠席委員    

【農地利用最適化推進委員】  

        下原 小夜子 

 

事務局職員  

      事務局長    木原 俊一郎   事務局長補佐  川上 大輔 

農地調整係長  松田 篤志    農地調整係主査 宮原 直子   

農地調整係主任主事 中村 清人  農地調整係主事 遠目塚 塁 
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議   題  

    報告第 ５号 農地等の合意解約について 

    議案第 ９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

    議案第１０号 農用地利用集積等促進計画（農地中間管理権設定等）について 

    議案第１１号 農用地利用集積等促進計画（所有権移転）について 

    議案第１２号 非農地証明願いについて 
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事務局長 

 

 

 

 

 

会長 

会長 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

議長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

 

ただいまから、令和７年６月定例農業委員会総会を開催します。 

委員の皆様、ご起立をお願いします。 

一同礼。（一同礼） 

おはようございます。 

ご着席ください。 

まず初めに、会長より挨拶と会務報告をお願いします。 

（挨拶及び会務報告） 

次に、委員の出席状況を報告します。 

下原委員から今日の会議に欠席する旨の届け出がありましたの

で、報告します。 

よって、ただいまの出席者は農業委員１０名、農地利用最適化推

進委員１７名で、計２７名で定足数に達しています。 

これより会議を開きます。 

議事に入る前に、議事録署名委員に竹下会長代理と新原委員を指

名します。 

それでは、ただいまから今月の議事に入ります。 

報告第５号並びに議案第９号から議案第１２号までを議題としま

す。 

事務局長に議案の朗読をお願いします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。 

これより報告及び議案の審議に入ります。 

 

まず、報告第５号「農地等の合意解約について」事務局から説明

をお願いします。 

それでは、報告第５号「農地等の合意解約について」説明しま

す。 
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議長（会長） 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

議長（会長） 

 

 

議案書１ページです。 

今月の合意解約件数は１５件です。 

２ページです。 

令和７年６月分の合意解約一覧については、ご覧のとおりです。 

今月の総会案件と関連がないものについてのみ説明します。 

引き続き２ぺージをご覧ください。 

整理番号１番ですが、所有者が自作するため解約するものです。 

続いて、整理番号４番ですが、今後売却する予定のため解約する

ものです。 

続いて、整理番号６番から１０番ですが、耕作者変更に伴う解約

です。 

次３ページです。 

整理番号１１番から１３番ですが、 

耕作者変更に伴う解約です。 

以上ご報告します。 

ただいま説明が終わりました。 

ここで、整理番号１４番の申出人の一人が〇〇委員と同居する親

族です。 

よって、整理番号１４番は農業委員会等に関する法律第３１条の

規定に基づき、〇〇委員の退席を求めて審議します。 

〇〇委員の退席をお願いします。 

（〇〇委員 退席） 

それでは、整理番号１４番について、各委員の質疑を求めます。

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

〇〇委員の退席を解きます。 

（〇〇委員 着席） 
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議長（会長） 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、整理番号１４番を除く報告第５号について質疑を求め

ます。 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、報告第５号の質疑を終結します。 

 

次の議案に入ります。 

議案第９号「農地法第３条の規定による許可申請について」、事

務局から説明をお願いします。 

それでは、議案第９号、「農地法第３条の規定による許可申請に

ついて」説明します。 

議案書４ページです。 

今月の許可申請件数は、所有権移転１５件、権利の設定１件、計

１６件となります。 

申請人の住所、氏名は省略して、申請内容については概略をご説

明します。 

次の５ページです。 

整理番号１番。 

田１筆、５０８平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

整理番号２番。 

田１筆、９８０平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

整理番号３番。 

５ページから６ページです。 

田２筆、畑１筆、計３筆、８，２５４平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

備考欄のとおり、田中委員の掘り起こしです。 
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整理番号４番、畑１筆、９３４平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

備考欄のとおり、山下委員の掘り起こしです。 

また、農地所有適格法人の取得となります。 

次の７ページです。 

整理番号５番。 

田１筆、１，２２９平米で、備考欄のとおり、米倉委員の掘り起

こしです。 

また、この案件は調停による代物弁済で、価格は総額〇〇〇円で

す。 

ここで、代物弁済について説明します。 

代物弁済とは、債務者が本来の弁済に代えて別の物を債務者に引

き渡すということで、債務を消滅させるものです。 

今回は、金銭の債務に代えて農地を引き渡す代物弁済で、農地の

所有権移転ということで、農地法３条の許可申請があがってきた

ものです。 

小林簡易裁判所の調停調書が申請書と併せて提出されています。 

続いて、整理番号６番。 

７ページから８ページです。 

田３筆、畑１筆、計４筆、１，４７７平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

受け人は、今回初めて農地を取得する方ですので、営農計画書が

併せて提出されています。 

続いて、整理番号７番です。 

８ページから１０ページです。 

田９筆、畑２筆、計１１筆、７，７９２平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

続いて１１ぺージです。 
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整理番号８番。 

田３筆、３，０３４平米の贈与です。 

続いて、整理番号９番。 

１１ページから１２ページとなります。 

田１筆、１５５平米で、備考欄のとおり、整理番号１０番との等

価交換となります。 

整理番号１０番。 

田１筆、１４０平米で、備考欄のとおり、整理番号９番との等価

交換となります。 

続いて、整理番号１１番。 

田１筆、４１０平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

整理番号１２番。 

1２ページから１３ページです。 

田１筆、７５７平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

整理番号１３番。 

１３ページから１４ぺージです。 

田３筆、畑１筆、計４筆、３，８０７平米の贈与です。 

備考欄にありますように、〇〇〇に７，８４９平米の耕作地があ

ります。 

続いて、整理番号１４番。 

田１筆、１，８９３平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 

整理番号１５番。 

１４ページから１５ぺージです。 

畑４筆、７，４０３平米の売買です。 

価格は総額〇〇〇円です。 
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議長（会長） 

 

 

 

 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、１６ページです。 

権利の設定になります。 

整理番号１番。 

田３筆、６，８８０平米の賃貸借です。 

備考欄のとおり、議案第５号の合意解約、整理番号〇番、〇番と

の関連です。 

耕作者変更に伴うものです。 

以上所有権移転１５件、権利の設定１件、計１６件です。 

ただいま事務局の説明が終わりました。 

ここで、議案第９号は、各担当委員に現地確認等をしていただい

ています。 

農地の現地確認と申請人「受け人」の確認状況について、各委員

から報告をお願いします。 

まずは、所有権移転、整理番号１番の農地及び申請人「受け人」

の報告を、吉田委員にお願いします。 

整理番号１番について報告します。 

申請農地は、〇〇〇自治会内にあります。 

基盤整備はされていませんが、形状は四角で良好でした。 

周辺一帯は田んぼです。 

日照、接道、用排水も良好です。 

受け人の営農状況は、稲作主体の専業農家で、娘さん夫婦などと

一緒に農作業をされているそうです。 

しかし、後継者としてされるかは今のところわからないというこ

とです。 

渡し人との関係は、隣の田んぼを作っている知人だそうです。 

受け人は、所有農地について畦や用水管理も適切に管理されてい

て問題ないと判断します。 

以上報告します。 
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議長（会長） 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

森永委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

田中委員 

 

 

 

 

次に、所有権移転、整理番号２番の農地の報告を吉田委員に、申

請人「受け人」の報告を森永委員にお願いします。 

まずは、整理番号２番の農地の報告を吉田委員にお願いします。 

整理番号２番について報告します。 

申請農地は、〇〇〇自治会内にあります。 

基盤整備はされていませんが、長方形の形状の良い田んぼです。

周辺一帯は田んぼです。 

日照、接道、用排水も良好です。 

申請地は現在基盤整備の工事が始まったところで、現在は何も作

付されてありませんでした。 

以上報告します。 

次に、整理番号２番の申請人「受け人」の報告を、森永委員にお

願いします。 

整理番号２番について、受け人の状況について報告します。 

６月２２日、日曜日に訪問しました。 

営農状況については、稲作を中心とした兼業農家です。 

渡し人との関係については他人です。 

後継者もあり、取得後は田んぼを作るということでした。 

所有農地の用水管理等については良好です。 

以前から基盤整備前から買って欲しいということで話があったと

いうことを聞いています。 

次に、所有権移転、整理番号３番の農地及び申請人「受け人」の

報告を田中委員にお願いします。 

所有権移転、整理番号３番について調査報告をします。 

２３日昼に受け人宅を訪問しました。 

申請地は、〇〇〇自治会の〇〇というところにあり、畑、水田を

確認しました。 

それで、どちらも受け人の自宅の近くにあり、便利は良いところ
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議長（会長） 

 

山下委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。 

畑は北へ１キロメートルぐらいのところにあり、この畑は畑かん

事業によって基盤整備ができており、作業能率が上がる畑地にな

っていました。 

譲渡人のお母さんが〇〇の娘さんのところに住まれており、今回

実家に帰ってこられて、田畑を処分したく今回処分されたのです

が、お互いの話し合いの結果まとまりました。 

譲渡人からも買ってくださいと、後の財産は処分するつもりでお

られたような感じでした。 

以上報告を終わります。 

次に、所有権移転、整理番号４番の農地及び申請人「受け人」の

報告を山下委員にお願いします。 

整理番号４番について報告します。 

まず、申請農地ですが、申請農地は〇〇〇〇〇自治会の中にあ

り、自治公民館から南に３００メートルぐらい入ったところの山

の中です。 

東西南北が山林に囲まれていて、非常に日当たりの悪い状況で

す。 

接道は、山道を行くような畑ですので、やや良いというような状

況です。 

用排水については、やや良好です。 

申請農地は現在耕作されていてきれいな状態でしたが、今後は野

菜を作るということです。 

しかし、獣害の恐れが十分あると思います。 

続いて、受け人について報告します。 

受け人は、〇〇〇〇〇〇〇〇を立ち上げておりまして、まだ４０

前の若い青年です。 

専業で、現在稲作と露地野菜で会社を作っています。 
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議長（会長） 

 

米倉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

上村委員 

 

 

 

 

後継者は、現在のところいないということです。 

取得後については、畑で野菜を作りたいと話をされていました。 

所有農地の畦畔の管理については良好です。 

地域との調和については、非常に良好な方だと思います。 

以上報告終わります。 

次に、所有権移転、整理番号５番の農地及び申請人「受け人」の

報告を米倉委員にお願いします。 

整理番号５番について、農地と受け人について報告します。 

申請農地は、〇〇地区の〇〇神社の北側で一段下になります。 

基盤整備はされておらず、農地の形状は台形に近い状態です。 

南側に竹林と溝があり、一部日照が良くありません。 

接道、用排水は良好です。 

続いて、受け人について報告します。 

本人は〇〇歳と高齢ですが、息子さん夫婦、孫さんと三代にわた

って営農に取り組まれています。 

渡し人との関係は、知人の息子さんです。 

現在、ほ場には何も作付されていませんでしたが、今後はＷＣＳ

を作られるそうです。 

地域との調和も良く、所有農地の畦畔等の管理も良いです。 

何ら問題ないと判断します。 

次に、所有権移転、整理番号６番の農地の報告を上村委員に、申

請人「受け人」の報告を津口委員にお願いします。 

まずは、農地の報告を上村委員にお願いします。 

整理番号６番の農地計４筆について報告します。 

申請農地は、〇〇〇〇自治会にあります。 

基盤整備はされていません。 

宅地と水田が混在した場所で、南側は地区の墓地でした。 

日照、接道は良いですが、用排水はありません。 
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議長（会長） 

 

津口委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

岩屋委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何年も手付かずのようで、木や草が生い茂っていました。 

以上です。 

次に、整理番号６番の申請人「受け人」の報告を津口委員にお願

いします。 

整理番号６番の受け人の状況について報告します。 

受け人は、〇〇〇自治会に住んでいます。 

受け人の営農状況は、会社員で、〇〇〇で働いています。 

後継者はいます。 

渡し人との関係は他人です。 

取得後は、果樹、栗を作りたいということでした。 

地域との調和については、受け人は会社員ですが、営農にも一生

懸命に取り組まれており、何ら問題ないと判断しました。 

次に、所有権移転、整理番号７番の農地の報告を岩屋委員に、申

請人「受け人」の報告を上村委員にお願いします。 

まずは、農地の報告を岩屋委員にお願いします。 

整理番号７番の農地計１１筆について報告します。 

申請農地は、〇〇自治会内にあります。 

周囲一帯は、基盤整備が行われた水田です。 

〇〇の〇〇神社に行く農道を隔てた南側と北側にあります。 

総会の資料に書いてある順番で報告します。 

地番の〇〇〇番は、宅地と水田が混在した場所にありますが、形

状は良いです。 

〇〇〇番〇と〇〇〇番は、川内川寄りで鍵型ですが、１枚になっ

ていました。 

〇〇〇番と〇〇〇番は２筆並んでいます。 

長方形で、形状は良いです。 

前の２筆と向かい合わせです。 

〇〇〇番は宅地が混在した場所にあり、接道は良いですが、雑草
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議長（会長） 

 

上村委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

岩屋委員 

 

 

 

 

が生えていました。 

〇〇〇番と〇〇〇番は畑です。 

すぐそばに人家があり、木が大きく、農地に影響があると思いま

す。 

進入路も雑草が生えていました。 

〇〇〇番〇と〇〇〇番と〇〇〇番は、〇〇神社の北側にあり、形

状は良く、〇〇〇番〇と〇〇〇番は隣り合わせにあり１枚になっ

ていました。 

〇〇〇番と〇〇〇番、〇〇〇番を除いた田は、稲が作付けしてあ

りました。 

以上報告します。 

次に、整理番号７番の申請人「受け人」の報告を上村委員にお願

いします。 

受け人について報告します。 

受け人は、稲作主体の専業農家です。 

渡し人との関係は知人です。 

後継者は息子さんがいますが、今のところはわからない状態で

す。 

取得後は稲作をされるそうです。 

受け人は、所有農地についての畦や用水路の管理も適切に管理さ

れており、問題ないと判断します。 

次に、所有権移転、整理番号８番の農地及び申請人「受け人」の

報告を岩屋委員にお願いします。 

整理番号８番の申請農地と受け人の両方を報告します。 

申請農地は、〇〇〇自治会内にあり、周囲一帯は基盤整備済みの

水田です。 

３枚並んでいますが、〇〇〇番と〇〇〇番は１枚になっていま

す。 
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議長（会長） 

 

田上委員 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

田上委員 

 

現在稲が作付けがしてありました。 

受け人の営農状況は、酪農と稲作主体の専業農家です。 

後継者もいます。 

渡し人との関係は親戚です。 

所有農地は畦や用水路の関係も管理も行き届いており、地域の奉

仕作業等も積極的に協力されています。 

問題ないと判断します。 

次に、所有権移転、整理番号９番の農地及び申請人「受け人」の

報告を田上委員にお願いします。 

整理番号９番について、農地と「受け人」の報告をします。 

この土地は、〇〇自治会内にあります。 

〇〇〇の国道沿いの〇〇〇〇〇と〇〇〇の南側の水田地帯に位置

しています。 

形状は良いです。 

受け人に関しては、専業農家で所有農地の管理も良く、地域との

調和も問題ないと思います。 

次に、所有権移転、整理番号１０番も同様に、農地及び申請人

「受け人」の報告を田上委員にお願いします。 

続いて、１０番の報告をします。 

〇番と〇〇番の水田は隣接していて、交換することにより形状の

良い四角形の水田になるところです。 

現在はもう交換済みの状態で、それぞれ作付がしてありました。 

受け人については、専業農家で、所有農地の管理も良く問題ない

と思います。 

次に、所有権移転、整理番号１１番も同様に、農地及び申請人

「受け人」の報告を田上委員にお願いします。 

整理番号１１番について報告します。 

申請農地は、〇〇自治会内にあります。 
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吐師委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請地及びその周辺の状況は、基盤整備はされていません。 

周辺は、西側が畑、東、南が水田、北側が宅地で、受け人の営農

状況は、〇〇業をしながら露地野菜を作付されています。 

後継者の方も一緒に営農されています。 

地域との調和については、所有農地の管理は良いところもあり、

良くないところもあります。 

今回の場所は、自宅の前なので問題ないと思います。 

ここの自宅前の土地に関しては、以前よりもし売却されるのであ

れば売ってほしいとのことで、渡し人の希望が１０アール当たり

〇〇〇円で受け人も了承され、今回の売買に至ったところです。 

次に、所有権移転、整理番号１２番の農地及び申請人「受け人」

の報告を吐師委員にお願いします。 

整理番号１２番の農地を報告します。 

農地は、〇〇〇自治会内にあります。 

基盤整備はされていません。 

農地の形状は、長方形でとても良かったです。 

申請農地の周辺は、西が宅地になってましたが、その周りは田ん

ぼでした。 

日照、接道も良好です。 

用排水も良好です。 

現在の農地には水稲が作付されてありました。 

続いて、受け人の報告をします。 

受け人も〇〇〇自治会内にいます。 

兼業農家です。 

〇〇をしながら田んぼを作ってるということでした。 

渡し人との関係は知人ということです。 

後継者の有無については、近くに息子さんがいるそうです。 

取得後の利用状況については、これからも田んぼとして利用する
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議長（会長） 

ということです。 

また、農地所有の畦畔の管理も良好だと思います。 

次に、所有権移転、整理番号１３番の農地の報告を土器委員に、

申請人「受け人」は市外在住者のため、事務局に報告をお願いし

ます。 

まずは、農地の報告を土器委員にお願いします。 

整理番号１３番の農地４筆について報告します。 

申請農地は、〇〇〇自治会にあります。 

基盤整備はしてありません。 

申請農地周辺の状況は田んぼと山です。 

日照は良いですが、用排水が悪いです。 

用排水は時期によって良いかもしれませんが、年間を通じて良く

はないようです。 

４筆のうち〇〇の〇〇〇番〇は、渡し人の家の後ろで、田植えの

準備中でした。 

〇〇〇番〇は、渡し人が贈与された屋敷の畑で、渡し人の家庭菜

園の跡だろうと思ったのですが草が生えていました。 

次いで、〇〇〇番は家から３００メートルくらい後ろの田んぼ

で、田植えの最中でした。 

〇〇〇番は、〇〇〇の方へ向かって右側に下りる農道があります

が、それに沿って３枚の田んぼが続いていて、形状は良くありま

せん。 

きれいに草を払って、田植えがしてありました。 

〇〇〇番は、〇〇〇番の小川沿いを５０メートルぐらい奥の方の

小さい田んぼで、草が生い茂っていましたが、確認したら後で草

払いをしますということでした。 

以上報告します。 

次に、整理番号１３番の申請人「受け人」の報告を事務局にお願
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永田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

いします。 

整理番号１３番の受け人について報告します。 

受け人の居住地は、〇〇〇の〇〇で、譲渡人との関係は遠い親戚

に当たるとのことです。 

営農状況としては、〇〇〇より認定農業者の認定を受けておら

れ、営農計画の内容としては、稲作主体の経営で５年後の目標年

である令和１１年に稲作〇〇町歩を耕作し、生産量〇〇トンを目

標とされています。 

また、現在〇〇〇内で７，８４９平米の耕作をされています。 

後継者については、小学校〇年生の息子さんがいますが、現時点

では後継者としては未定とのことでした。 

農地取得後の利用としては、他は水稲の作付け、畑はネギの作付

けを予定しているということでした。 

地域との調和については、隣接農地の所有者などとのトラブルも

なく良好な関係性を保たれているので、良好と判断します。 

以上報告します。 

次に、所有権移転、整理番号１４番の農地の報告を永田委員に、

申請人「受け人」の報告を鶴田委員にお願いします。 

まずは、農地の報告を永田委員にお願いします。 

整理番号１４番の田１筆の報告をします。 

場所は、〇〇地区で、田んぼは〇〇〇〇内にあります。 

〇〇〇〇の前のＴ字路を〇〇の方に向かいますと、ちょうど〇〇

〇〇のど真ん中に交差点があります。 

その交差点を〇〇の方に２００メートル行った通路の右側の２番

目の田んぼでした。 

条件はすべて整っています。 

完璧な田んぼでした。 

以上報告します。 
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次に、整理番号１４番の申請人「受け人」の報告を鶴田委員にお

願いします。 

整理番号１４番について報告します。 

受け人は、〇〇自治会内に住んでおり、兼業農家です。 

水稲が主力です。 

勤務先は、〇〇〇〇〇〇〇に勤務とのことでした。 

後継者については、まだ若いので考えていないとのことでした。 

渡し人との関係は親戚であるとのことでした。 

地域との調和については、積極的に近隣との調和を大事にしてい

くということでした。 

次に、所有権移転、整理番号１５番の農地及び申請人「受け人」

の報告を山下委員にお願いします。 

整理番号１５番について報告します。 

まず、申請農地ですが、非常にわかりづらいところで、ようやく

辿り着いた場所は、〇〇〇〇自治会の中にあり、ずっと上の方に

〇〇〇がありますが、〇〇〇から南の方に約３００メートル行っ

た山の中です。 

林道をずっと登って行きますと、開けた畑があって、約３町歩ぐ

らいの畑ですが、その一角の７反歩ぐらいです。 

基盤整備はされていませんが、農地の形状については、台形の土

地が２筆あり、やや良いような状態です。 

申請農地の周辺については、西側、南側が山林で、東側は畑とな

っています。 

日照については良好です。 

接道についても林道を登って行く部分で、良好だと思います。 

用排水については、雨水が流れるような状態ではあります。 

申請農地は、現在何も作付されておらず、荒れ地のような状態で

した。 
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以上農地の報告を終わります。 

続いて、受け人「申請人」について報告します。 

営農状況は、専業農家です。 

渡し人との関係は知人で、後継者はいます。 

取得後は野菜を作るということです。 

所有地の畦畔については良好です。 

地域との調和についても良好です。 

次に、権利の設定、整理番号１番の農地のうち〇〇番〇の報告を

永田委員に、〇〇〇番と〇〇〇番の報告を杉元委員に、申請人

「受け人」の報告を土器委員にお願いします。 

まずは、農地の〇〇番〇の報告を永田委員にお願いします。 

整理番号１番、田３筆の報告をします。 

地区名は〇〇です。 

田んぼも〇〇〇〇内にあります。 

〇〇〇〇前のＴ字路を入りまして、〇〇の方に向かいますと、踏

切があります。 

その踏切の手前を〇〇方面へ２００メートルぐらい行ったところ

の通路を左手の方に曲がりますと、２番目の田んぼです。 

３筆になっていますが、田んぼは１枚の田んぼでした。 

とても広い田んぼでした。 

ここも条件はすべて整っています。 

立派な田んぼでした。 

以上報告します。 

次に、農地のうち〇〇〇番と〇〇〇番の報告を杉元委員にお願い

します。 

農地の迫田の２筆について報告します。 

農地は〇〇自治会内にありますが、踏切のすぐ北側になります。 

東、西、南側は水田で、北側は住宅地になっています。 
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議長（会長） 

日照、用排水、特に問題はありません。 

現在は代かきがしてありました。 

次に、整理番号１番の申請人「受け人」の報告を土器委員にお願

いします。 

整理番号１番の受け人の〇〇〇〇さんは〇〇地区で、私の家から

近くよく知っているんですが、近年〇〇の兼業でしたが、今回は

農業主体にやりたいということで、〇〇〇〇〇〇に入って一生懸

命農業をされていますので問題ないと思います。 

以上で報告を終わります。 

ただいま、各委員からの調査報告が終わりました。 

続いて、事務局より判断根拠の説明をお願いします。 

今回の申請内容については、農地法第３条第２項第１号から第５

号まで、事前に事務局で申請書に基づき調査しましたが、問題あ

りませんでした。 

農地法第３条第２項第６号については、委員の皆様から事前調査

の報告があったとおり、地域との調和要件など問題はないという

ことです。 

したがって、計１６件については、農地法第３条第２項各号に該

当しないため、許可要件をすべて充たしていると考えます。 

以上ご報告します。 

ただいま判断根拠の説明が終わりました。 

ここで、所有権移転、整理番号７番の譲受人は〇〇委員と同居す

る親族です。 

よって、整理番号７番は、農業委員会等に関する法律第３１条の

規定に基づき〇〇委員の退席を求めて審議します。 

〇〇委員の退席をお願いします。 

（〇〇委員 退席） 

それでは、整理番号７番について各委員の質疑を求めます。 
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議長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

お諮りします。 

整理番号７番は原案のとおり承認することに、賛成の委員の挙手

を求めます。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

よって、お諮りのとおり決定します。 

〇〇委員の退席を解きます。 

（〇〇委員 着席） 

これより所有権移転、整理番号７番を除く議案第９号の審議に入

ります。 

各委員の質疑を求めます。 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

お諮りします。 

議案第９号は原案のとおり承認することに、賛成の委員の挙手を

求めます。 

（全員挙手） 

全員賛成と認めます。 

よって、お諮りのとおり決定します。 

 

次に、議案第１０号「農用地利用集積等促進計画（農地中間管理

権設定等）について」を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 

それでは、議案第１０号「農用地利用集積等促進計画（農地中間
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管理権設定等）」について説明します。 

１７ページです。 

今月の計画件数は２３件です。 

申出人の住所、氏名、借賃、備考欄については、特記事項のみを

説明し、他は省略します。 

資料の１８ページです。 

整理番号１番。 

田３筆、１，２９５平米の賃貸借です。 

整理番号２番。 

畑 1筆、３，６４４平米の賃貸借です。 

整理番号３番。 

畑１筆、６，０８０平米の使用貸借です。 

整理番号４番。 

畑１筆、６１９平米の賃貸借です。 

整理番号５番。 

田６筆、１，９２８平米の賃貸借です。 

整理番号６番。 

田１筆、９９０平米の賃貸借です。 

整理番号７番。 

田１筆、１，８８６平米の賃貸借です。 

整理番号８番。 

田１筆、５４０平米の賃貸借です。 

整理番号９番。 

田１筆、２，６３７平米の賃貸借です。 

１９ページです。 

整理番号１０番。 

田４筆、２，４７９平米の賃貸借です。 

整理番号１１番。 
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田３筆、２，４５７平米の賃貸借です。 

整理番号１２番。 

田１筆、２４８平米の賃貸借です。 

整理番号１３番。 

田１筆、１，９５７平米の賃貸借です。 

整理番号１４番。 

田２筆、２，７４７平米の賃貸借です。 

整理番号１５番。 

畑２筆、５，３８２平米の賃貸借です。 

整理番号１６番。 

畑３筆、２，０２９平米の賃貸借です。 

整理番号１７番。 

畑１筆、２，１６８平米の賃貸借です。 

２０ページです。 

整理番号１８番。 

田４筆、３，０９３平米の賃貸借です。 

整理番号１９番。 

田１筆、８６８平米の賃貸借です。 

整理番号２０番。 

畑２筆、８８３平米の賃貸借です。 

吐師委員の掘り起こしです。 

整理番号２１番。 

田２筆、２，４７０平米の賃貸借です。 

整理番号２２番。 

田４筆、１，５７４平米の使用貸借です。 

整理番号２３番。 

田３筆、５，０６７平米の賃貸借です。 

なお、所有者と耕作者が同じ契約がありますが、これは基盤整備
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議長（会長） 

 

に伴い集積率を上げる必要があるため、本人同士での農地中間管

理事業を通した契約になっています。 

以上、本計画において、賃借権の設定等を受ける者は、賃借権の

設定等を受けた後に農用地のすべてを効率的に利用して耕作する

こと、及び農作業に常時従事することなど何ら問題ないと考えま

す。 

ただいま、事務局の説明が終わりました。 

これより議案第１０号の審議に入ります。 

ここで、整理番号２番の受け手は、〇〇委員が役員を務める法人

です。 

よって、整理番号２番は、農業委員会等に関する法律第３１条の

規定に基づき、〇〇委員の退席をまとめて審議します。 

〇〇委員の退席をお願いします。 

（〇〇委員 退席） 

それでは、整理番号２番について、各委員の質疑を求めます。 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

お諮りします。 

整理番号２番は原案のとおり承認することに、賛成の委員の挙手

を求めます。 

（全員挙手） 

はい、全員賛成と認めます。 

よってお諮りのとおり決定します。 

〇〇委員の退席を解きます。 

（〇〇委員 着席） 

それでは、整理番号２番を除く議案第１０号の審議に入ります。

各委員の質疑を求めます。 
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質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

お諮りします。 

整理番号２番を除く議案第１０号は、原案のとおり承認すること

に賛成の委員の挙手を求めます。 

（全員挙手） 

はい、全員賛成と認めます。 

よって議案第１０号は、お諮りのとおり決定します。 

また、原案のとおり、宮崎県農業振興公社に農用地利用集積等促

進計画の作成を要請します。 

 

次に、議案第１１号「農用地利用集積等促進計画（所有権移転）

について」を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 

それでは、議案第１１号「農用地利用集積等促進計画(所有権移

転)について」説明します。 

２１ぺージです。 

この議案は、農地中間管理機構の売買事業の案件で、農地を出し

てから農地中間管理機構が買い入れまして、受け手に売り渡すと

いう事業となります。 

農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定に

より、別紙農用地利用集積等促進計画の作成を農地中間管理機構

に要請するため、計画の承認を求めるものです。 

本案件の申請件数は２件です。 

２２ページです。 

説明に入る前に、資料の修正をお願いします。 

整理番号１番の事業区分について、「支援事業（即売）」と記載し
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ていますが、正しくは「一般事業（即売）」となりますので、修

正をお願いします。 

大変申し訳ありませんでした。 

それでは、申請内容について概略を説明します。 

整理番号１番、事業区分は、「一般事業（即売）」です。 

申請農地は、田１筆、１，２４７平米で、農振は青地です。 

対価は〇〇〇円です。 

受け手は、認定農業者で、稲作、露地野菜などを耕作する複合経

営です。 

農地取得後の利用としては、水田を予定されています。 

担い手区分をご覧ください。 

これは、売買事業を活用できるかどうかの要件の欄になります。 

申請対象農地が、中央農地の地域計画内の農地であり、受け人は

中央農地の地域計画内の担い手として位置づけられていますの

で、売買事業活用の要件を充たしていると判断しています。 

また、事業区分について説明します。 

表の左端になります。 

事業区分の欄をご覧ください。 

事業を活用する際の農地の出し手、受け手による手数料の負担割

合については、手数料が２％の場合は「支援事業」、手数料が

２．５％となる場合は「一般事業」となります。 

整理番号１番が支援事業の要件に該当するか確認したところ、 

半径５００メートルの範囲内に、概ね０．５ヘクタール以上の農

地があるかどうか、いわゆる「団地化要件」に該当しなかったた

め、一般事業と判断しています。 

続いて、整理番号２番です。 

事業区分は、一般事業の即売です。 

申請対象農地は、畑１筆、７，２４７平米で、農振は青地です。 
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対価は〇〇〇円です。 

受け手は、認定農業者であり、農地所有適格法人です。 

主として、ブロイラー養鶏の経営を行っており、繁殖牛の経営も

行っています。 

農地取得後の利用としては、家畜の放牧を予定されています。 

担い手区分をご覧ください。 

申請対象農地は地域計画外の農地ですが、受け人は基準面積要件

などの担い手要件を充たしているため、売買事業活用の要件を充

たしていると判断しています。 

事業区分をご覧ください。 

申請農地が地域計画外ということで、支援事業の要件を充たさ

ず、一般事業と判断しています。 

以上２件となります。 

ただいま事務局の説明が終わりました。 

これより議案第１１号の審議に入ります。 

各委員の質疑を求めます。 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

お諮りします。 

議案第１１号は原案のとおり承認することに、賛成の委員の挙手

を求めます。 

（全員挙手） 

はい、全員賛成と認めます。 

よって議案第１１号は、お諮りのとおり決定します。 

また、原案のとおり、宮崎県農業振興公社に農用地利用集積等促

進計画の作成を要請します。 
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次に、議案第１２号「非農地証明願いについて」を議題としま

す。 

事務局から説明をお願いします。 

議案第１２号「非農地証明願いについて」説明します。 

２３ページです。 

今月の証明願い件数は１件です。 

申請人の住所、氏名については省略します。 

２４ページです。 

整理番号１番。 

申請地は、大字〇〇字〇〇〇、畑２筆、５，１８９平米です。 

立地基準については、農地区分が第２種農地、都市計画区域は区

域外、農振区分は区域内白地となります。 

非農地の根拠については、１０年以上耕作放棄され、かつ将来的

にも農地として使用することが困難な土地です。 

現況は山林です。 

事務局の説明が終わりました。 

議案第１２号については、去る６月２７日に第３小委員会で審議

がされています。 

ここで、第３小委員会から報告をお願いします。 

それでは、第３小委員会の報告を行います。 

会長から招集を受けまして、６月２７日に、委員８名、事務局３

名の計１１名の出席のもと第３小委員会を開催しました。 

今回の議案は、非農地証明願い１件です。 

議案第１２号「非農地証明願いについて」説明します。 

整理番号１番、願出地は大字〇〇字〇〇〇で、〇〇〇〇〇から北

に約６００メートルのところに位置します。 

願出地の周囲の状況は、〇〇〇番〇〇〇は、北側は山林、南側と

西側は原野、東側は道に接し、また、〇〇〇〇番〇〇〇は、南側は
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道で、それ以外は原野です。 

１０年以上耕作されていない等の記載がありますが、現況は４、

５０年以上の杉の立木が混在していて、かなり年数を経過してい

ると思われました。 

以上第３小委員会は、慎重・審議しました結果、非農地証明願い

１件について、特に問題は見当たりませんでしたので、全会一致

で非農地としてもやむを得ないと判断しました。 

皆さまのご審議をお願いしまして、第３小委員会の報告を終わり

ます。 

続いて、事務局より判断根拠の説明をお願いします。 

判断根拠を説明します。 

非農地証明願いについて、県が示す証明書交付手続要領及び市農

業委員会非農地判定に係る取扱基準に合致していると判断しま

す。 

よって、今月の議案第１２号の１件については、非農地判断基準

をすべて充たしていると判断します。 

以上です。 

ただいま、第３小委員会委員長報告及び事務局の説明が終わりま

した。 

これより議案第１２号の審議に入ります。 

各委員の質疑を求めます。 

質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

質疑がないようですので、質疑を終結します。 

議案第１２号に対する第３小委員会の判断は、非農地として承認

相当です。 

また、事務局の判断も非農地として承認相当です。 

お諮りします。 
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議案第１２号は原案のとおり承認することに、賛成の委員の挙手

を求めます。 

（全員挙手） 

はい、全員賛成と認めます。 

議案第１２号は、原案のとおり決定します。 

ここで、事務局から補足の説明があるそうです。 

先ほど、議案第１１号「農用地利用集積等促進計画（所有権移

転）について」の判断根拠を説明していませんでした。 

補足で説明させていただきます。 

本議案第１１号「農用地利用集積等促進計画（所有権移転）につ

いての判断根拠について」説明します。 

本計画において、所有権移転を受ける者は、所有権移転を受けた

後に農用地のすべてを効率的に利用して耕作すること、及び農作

業に常時従事することなど、何ら問題ないと考えます。 

以上です。 

以上で本日の議案審議は終了しました。 

 

午前１０時１２分 

 

 


